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研究成果の概要（和文）：　本研究の目的は，美術科学習における言語的活動や身体的活動等の効果と機能に着
目し，それらを活用することによる教科目標への到達や人間形成の促進を解明することであった。本研究・３か
年の成果は下記の４点である。
　①美術科教育における「質の高い意思伝達」を４カテゴリーに分け，構造化を試みた。②「見せる発話」の様
態と機能を明らかにするとともに，発生機序に関する検討を行った。③中学校美術科学習における身体的活動の
共有が美術理解にどのように関わっているのかを明らかにした。④生徒の鑑賞的体験を言語化することが，アク
ティブ・ラーニングの視点からも有効であることが示唆された。

研究成果の概要（英文）：The purpose of this study was focusing on the effect and function of 
linguistic activities and physical activities in fine-art learning, and to clarify the achievement 
of the fine-art learning objectives and promotion of human formation by utilizing them. The results 
of this research are as follows.
(1) "High quality communication" in art education was divided into 4 categories. (2) Functions and 
states of utterances for showing in modeling activity were clarified, and the mechanism of its 
occurrence was examined. (3) It was clarified that students' sharing of physical activity is related
 to understanding fine-art. (4) From the viewpoint of active learning, it was suggested describing 
about art appreciation are effective for students.
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１．研究開始当初の背景 
（１）本研究を着想した経緯 
これまでに図画工作科を対象とした臨床
的研究を行い，鑑賞活動における発話や記述
を対象とした研究や，造形活動を通して学ん
だことに関する言語表現の分析を推進して
きた。これらの研究成果からは，児童生徒が
教科学習で感じた内容を言語化することに
よって，自ら学びを確認する傾向があること
が示唆されたと考えている。このような「言
語活動等の意思伝達を通した，児童生徒にと
っての学びの自覚」は，各教科学習における
授業改善に効果があるのではないか，という
着想に至った。 
（２）教育行政と教育現場の動向 
平成 20 年８月の学習指導要領改訂告示に
さきだち，中央教育審議会から「幼稚園、小
学校、中学校、高等学校及び特別支援学校の
学習指導要領等の改善について（答申）」が
示された（平成 20 年１月）。この答申におい
ては，本研究において扱う「質の高い意思伝
達」に関連して，「各教科等における言語活
動の充実は，今回に学習指導要領の改訂にお
いて各教科等を貫く重要な改善の視点であ
る」と述べられている。これを受け，図画工
作・美術科教育においても児童生徒の発話に
着目した多くの実践的研究が進められてい
る。一方で教育現場では，国語科で追求され
ている「言語活動」を各教科に持ち込む（つ
まり，「言語活動」によって言語能力を高め
ることを意図する）実践が行われ，国語科以
外の教科で顕著に話し合いや感想の交流が
重視されるという混乱が生じている，とする
指摘がある（佐藤学 2012）。 
２．研究の目的 
 本研究においては図画工作・美術科の教科
目標への到達と児童生徒の感性の育みを促
す「言語活動」等を導入した授業の構築を行
い，教育現場における授業改善および教員養
成・教師教育に展開するための基盤となる研
究を進めた。研究期間内（３か年）に明らか
にしようとしたのは，下記の６項目である。 
（１）図画工作・美術科学習における意思伝
達にはどのようなものがあるのかにつ
いて明らかにする。現時点の想定として
は，「言語活動」のみならず，形や色に
よる視覚的な伝達や身体性をいかした
伝達等，各種の非言語的な意思伝達が存
在すると考えられ，これらの類型化を試
みる。 
（２）上記１）に基づき，「言語活動」を念
頭におきながらも各種の意思伝達を含
めて「質の高い意思伝達」とはどのよう
なものなのかについての定義づけを行
う。本研究における「質の高い意思伝達」
とは，単に言語能力の向上を意識したコ
ミュニケーションではなく，教科目標へ
の到達や感性の育みの促進，つまり学び
の自覚につながるコミュニケーション
であると考えている。それが図画工作・

美術科学習ではどのようなものなのか
について明らかにする。 
（３）図画工作・美術科学習における「質の
高い意思伝達」が学習者間で行われるこ
とを通した，教科目標への到達・感性の
育みのプロセスを明らかにする。 
（４）「質の高い意思伝達」が学習者と指導
者との間で行われることを通した，教科
目標への到達・感性の育みのプロセスを
明らかにする。 
（５）上記（３）（４）で示した「質の高い
意思伝達」が図画工作・美術科学習内で
行われるために指導者に求められる「話
す力・聞く力・関与する力」を明らかに
する。 
（６）「質の高い意思伝達」を支える力量形
成を視点とした教員養成の方法を明ら
かにする。 
３．研究の方法 
 本研究では，学習における「言語活動」を
はじめとした，様々な「質の高い意志伝達」
の効果と機能を図画工作・美術科学習の中に
位置付けることによって，教科目標への到達
や児童生徒の人間形成，とりわけ感性の育み
を促進することを解明する。そのために下記
のステップで研究を行った。 
（１）図画工作・美術科授業の特性を考慮し
ながら学習者相互間，指導者-学習者間
の意思伝達にはどのようなものがある
のかについて，文献研究と臨床的予備調
査によって明らかにする。 
（２）教科目標への到達と感性の育みを促進
する効果があると考えられる学習者相
互間における「質の高い意思伝達」の要
件を明らかにするために授業方法を比
較する等の調査を行う。 
（３）「質の高い意思伝達」を促すための「話
す力・聞く力・関与する力」を解明する
ために，授業における学習者-指導者間
の関わりを収録し，質的分析を行う。 
４．研究成果 
 授業実践・保育実践等を通して行った，本
研究・３か年の成果は下記の４点である。 
（１）美術科教育における「質の高い意思伝
達」を４カテゴリーに分け，構造化を試
みた。 
（２）学習者が他者に製作物を見せる際に行
う発話を「見せる発話」と位置付け，そ
の様態と機能を明らかにするとともに，
発生機序に関する検討を行った。 
（３）中学校美術科学習において共同でつく
りだす表現活動を行う場合，学習者間の
身体的活動の共有が美術理解にどのよ
うに関わっているのかを明らかにした。 
（４）生徒が美術を学習する際，鑑賞的体験
によって実感的に美術を理解すること
につながり，またその理解を自覚するた
めには記述による言語化が，アクティ
ブ・ラーニングの視点からも有効である
ことが示唆された。 
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